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「日本の自殺者数は，1997年
までは年間25,000人くらいでし
た。しかし1998年には突然3万人
を超えて，その後10年間くらいは
高止まりしていたのです」 
その後，自殺者数は減ってはい

るものの，ここ10年ほどは年間2
万人を超えており，昨年の令和３
年は21,007人であった。平均すれ
ば１日当たり60人近くが自殺して
いることになる。 
自殺対策を講じるには，いつ，

どこで自殺が発生しているのか，
まずは統計的な把握が欠かせな
い。エシェロン（Echelon）解析
という統計的な手法を導入するこ
とで，自殺者数の時空間的な把握
に成功したのがヘルスデータサイ

エンス専攻の冨田誠教授である。 

冨田教授が大学院生として過ご
した岡山大学は，時空間解析法の
研究では世界的に知られている。
特にエシェロン解析法の研究が有
名だ。エシェロン解析法は，地域
ごとの病気の発生率などから，ど
こで病気が多く発生しているの
か，空間的な集積地，つまりホッ
トスポットを見つけ出す方法の一
つである。 
もちろん，病気の発生率で色分

けしたコロプレスマップという地
図を作成することで，発生率の高
い地域は特定できそうである。し
かし自殺者数などのデータでは，

色塗りした結果は人数のわずかな
増減によって大きく変動してしま
う。隣り合った地域でも色が大き
く異なり，どこにホットスポット
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があるのか，地図を目で見ただけ
では分からないのである。 
例えばFig 1.である。５年間ご

との女性の自殺の状況をコロプレ
スマップで示したものだ。死亡率
が高いことを表す黄色の地域は北
海道や東北，日本海側に見られる
ものの，点在しており，どの地域
に留意すべきか明確ではない。特
に2003年から2007年の地図では
日本各地に黄色の地域が広がって
おり，目で見たホットスポットの
特定は困難だ。 
時空間解析法では，各地域がど

の地域と隣り合っているのかとい
う情報を積極的に活用すること
で，ホットスポット領域を見つけ
出していく。隣接する地域どうし
は，傾向がある程度似通っている
はずというわけだ。ただし，一時
点に着目した場合であってさえ，
各地点から隣接していく地域の組
み合わせの数は膨大であり，全て
の地点について総当たりで組み合
わせを調べることは不可能に近
い。 

そこで活躍するのがエシェロン
解析法だ。エシェロン解析法はデ
ンドログラムという樹形状のグラ
フを用いることで，検討すべき地
域の組み合わせの数を絞り込んで
いく。そのため，地域の数が増え
たとしても，効率的にホットス
ポット領域を検出できる画期的な
方法だ。その効率性ゆえに，手法
の適用範囲は病気の発生率に限ら
ず，環境や住宅，飲食や交通など
幅広い領域に広がっている。 

岡山大学時代にエシェロン解析
法に精通した冨田教授は，2008
年，統計数理研究所の特任准教授
に就任し，日本の自殺者数のデー
タベース作成に先駆的に取り組ん
でいた故藤田利治教授に出会う。
当時，自殺者数は年間3万人を超
え続けており，早急な対策が求め
られていた。 
「当時は単純に集計して，コロ

プレスマップを描いていたのです

が，ホットスポットを見つけられ
ずに苦労をされていました。そこ
で，エシェロン解析という方法が
ありますよ，という話をしたら，
是非やって欲しいと言われ，自殺
者数の時空間解析に取り組むこと
にしたのです」 
時空間解析を行う上でまず重要

なのは，地域の大きさをどのくら
いに定めるのかという点である。
「都道府県単位で自殺者数を把握
したのでは，地域が大き過ぎて，
きめ細かな対応ができません。か
と言って，市区町村単位では逆に
地域が小さ過ぎます」 
そこで冨田教授が目を付けたの

が二次医療圏である。二次医療圏
は医療計画を策定する単位で，複
数の市区町村から構成されてお
り，全国に350前後ある。この二
次医療圏を用いて描いたコロプレ
スマップが先ほどのFig 1.だ。 
冨田教授は空間的な近接性だけ

でなく，さらに時間的な近接性に
も着目する。同じ地域であれば，
翌年になったからと言って，傾向

Fig 1.　二次医療圏の自殺状況（10歳以上の女性） 

自殺者数の時空間解析
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が突然大きく変わるとは考えにく
い。このことを模式的に示したの
がFig 2.だ。１枚の図はある一時
点を表し，時間と空間の両方の隣
接情報を使って，ホットスポット
を見つけ出していく。 

　こうして得ら
れたコロプレス
マップがFig 3.
である。 
　「自殺者数は
1998年に3万人
を超えました。
6 期 間 を こ う
やって並べてみ
ると，1998年を
境に，東北地方
や中国・九州地
方を中心とし

て，自殺者数が時空間的に拡大し
た様子がよく分かります」 
「社会的な，あるいは環境的な

要因も加味しながら，これらの地
図が深刻な自殺の現状を打破する
糸口となればと考えています」と

冨田教授は自殺対策への貢献を
語っている。 

エシェロン解析法が活躍する場
面は地図データに限らない。冨田
教授はゲノムデータの解析にも応
用し，成果を上げている。 
「ヒトの染色体は23対あり，

そこには30億の塩基対がありま
す。しかし，人の間で塩基対は全
て同じではありません。1千万く
らいの塩基対は人の間で異なって
おり，それらをスニップ（SNP）
と呼びます。それらは全くバラバ
ラではなく，隣り合う部分は似た
ような情報を持っています」 

　「しかし類似したブロッ
クを見つけるために1千万
領域を全て調べたら，膨大
な時間がかかってしまいま
す。そこで登場するのがエ
シェロン解析法です。エ
シェロン解析法を使うこと
で，似たような領域を効率
的に見つけることができた
のです」と，その威力を口
にしている。 

　東京医科歯科大学で准教
授として10年間勤めた後，
2019年に横浜市立大学に着

“データサイエンス学部とヘルスデータサイエンス専攻
の架け橋となり，両者の強みを引き出していきたい”

Fig 2.　時空間における隣接情報 構築

データサイエンス学部と
ヘルスデータサイエンス
専攻の架け橋として

Fig 3.　Echelonスキャンを適用した時空間集積性

エシェロン解析法で膨大なゲノ
ムデータの集積性に挑む
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任した冨田教授は，日本統計学会
の代議員や日本計算機統計学会，
日本分類学会の評議員，統計関連
学会連合理事を務めるなど，学会
活動にも積極的な貢献を行ってい
る。 
さらにヘルスデータサイエンス

専攻の教員の中では唯一人，デー
タサイエンス学部も担当してい
る。 
「データサイエンス学部と医学

部の両方が一つの大学にあるとい
うのが本学の特長だと思います。
その特長を生かし，データサイエ

ンス学部とヘルスデータサイエン
ス専攻の架け橋となって，両者の
強みをさらに引き出していきた
い」と静かに今後の展
開への決意を語っ
た。 

横浜市立大学サマーデザインワーク
ショップ2022を開催しました
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データサイエンス研究科が主催組織のひとつとな
り，2022年8月19日～8月24日に「横浜市立大学サ
マーデザインワークショップ2022」をオンラインと
対面(会場：みなとみらいサテライトキャンパス)によ
るハイブリッドにて開催いたしました。データサイエ
ンス研究科，国際マネジメント研究科，都市社会文化
研究科，データサイエンス学部が主催し，データサイ
エンス専攻の佐藤彰洋教授が研究代表をつとめるJST
未来社会創造事業の研究プロジェクト「自律分散的世
界メッシュ統計基盤アーキテクチャの設計と実証」の
協賛，8つの学外組織の後援・協賛を受け，運営がな
された学内外横断型イベントでした。 
このイベントでは12ワークショップ，41名の参加

申込があり開催期間中にそれぞれグループごとのテー
マについての検討が行われました。企画提案者は，公
的統計やオープンデータを用いた分析レポートをイン
プットとし，デザイン思考の発想法を取り込んだ１日
ワークショッププログラムを提案しました。そして企
画提案者がファシリテーターとなって主催・協賛・後
援組織から参加者を募り，共同作業としてテーマの検
討を行い，成果物資料を作成して発表するという内容
でした。ワークショップとは工房や作業場を意味する
言葉で，共同作業を通じた学びの場をも意味します。
8月24日の成果発表会後の閉会挨拶では小山内いづ美
理事長にお言葉を頂き，成果発表内容について講評頂
きました。 
データサイエンス研究科は「超スマート社会」を

担う高度なデータサイエンス人材を養成し社会に貢献
することを標榜しております。今回開催した「横浜市
立大学サマーデザインワークショップ2022」は，そ

• 令和５年２月４日（土） 
データサイエンス専攻博士後期課程入学試験およ
びヘルスデータサイエンス専攻博士前期課程入学
試験を実施します。

のインキュベーション活動の一環と位置づけておりま
す。 
データサイエンス分野は統計学，計算機科学，数

理科学など多岐にわたる統合科学の色彩を帯び，一
方，近年社会に蓄積されるデータ量も膨大となってい
ます。このような，学術的理論の高度化，データ利活
用環境の充実を背景として，データサイエンスの成果
を社会へ還元していくことが現在強く求められていま
す。これを実現するためには，具体的な社会課題に対
して異なる分野の専門性を有する人々が集い，グルー
プ作業を通じて，データと根拠に基づいて検討し，行
動可能な計画を立案していくことが不可欠です。この
検討で生み出される「アイデア」こそが，社会・経済
的インパクトを作り出していく原動力となっていきま
す。また一方で，関心を持つ参加者がこのデザイン
ワークショップの場で成長し，仲間づくりをすること
による，人材育成こそが最大の狙いでもありました。 
今後も，データサイエンス研究科が標榜する高度

なデータサイエンス人材のゆりかごととして，サマー
デザインワークショップなどの各種イベントを開催
し，それらの参加者の成長を継続的に支援してまいり
ます。 


